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目的 消化管転移切除の価値と予後に関わる因子を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

消化管転移切除患者 68 例 
生存期間中央値 8.2 月、5 年生存率：18％ 
手術による症状緩和 90％（n=61） 
多変量解析：根治術（生存期間中央値 14.9 月、5 年生存率 38％）と

術前血清 LDH が低値（生存期間中央値 13.6 月、5 年生存率 35％）

の 2 点が重要な因子だった。 
 
 
 
 
 
 

結論 

消化管転移の切除は緩和を目的とした治療として勧められる。根治術

が可能で、術前血清 LDH が低値の場合は、生存期間の延長が期待で

きる。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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術前血清LDHが重要な因子であることを示した点で興味深い論文で

ある。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 




